
将来コスト削減の数値目標

長寿命化対策を前提とした場合の見込み・対策の効果額（８～９ページ）☆

バリアフリー化・ユニバーサルデザイン化（２５ページ）☆

公共建築物の更新等にかかる将来コストの見込み
単純更新した場合の見込み（７ページ）

長寿命化対策を前提とした場合の見込み・対策の効果額（８～９ページ）☆

有形固定資産減価償却率の推移（１３ページ）☆

高島市公共施設等総合管理計画改訂の主な内容（追記項目☆）

施設保有量の推移（３ページ）☆ 将来コスト削減の数値目標（２０ページ）

第２章 公共施設等の現況と将来の見通し

■１．公共建築物（ハコモノ施設）の状況

（１）延床面積の状況

総務部行財政改革推進局行財政改革課

≪施設保有量の推移≫

（３）対策の効果額第２章 公共施設等の現況と将来の見通し

■３．公共建築物の更新等にかかる将来コストの見込み

（１）単純更新の場合

（億円）
33年間（R3～R35）の合計額

1,147.5億円

（２）長寿命化対策を前提とした場合の見込み

（億円）
33年間（R3～R35）の合計額

954.0億円

第２章 公共施設等の現況と将来の見通し

■５．公共施設等の更新等にともなう将来負担

２．財政面から見るコスト削減目標等

第６章 公共施設等の類型ごとのマネジメント方針

■４.公共施設等の管理に関する考え方

（７）バリアフリー化・ユニバーサルデザイン化の推進に関する実施方針


